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研究成果の概要（和文）：1972年に中国山東省銀雀山前漢墓より出土した竹簡本のうち、政治および軍事につい
て述べた佚書五十篇について、2014年より訓読・注釈・現代語訳を発表してきた。それらをまとめて修正加筆
し、また、それらの篇に見られる軍事思想を考察した論文を収めた『銀雀山漢墓竹簡〔貮〕論政論兵之類訳注』
を出版した。これらの篇は現代には伝わっていなかったもので、戦国時代から漢代初期にかけての軍事思想の一
端を明らかにできた。

研究成果の概要（英文）：Since 2014, we have published Translation and Annotation of the fifty lost 
literary works that describe politics and military affairs among The Han Dynasty Bamboo Slips 
Excavated from Yinque Mountain excavated in Shandong Province, China in 1972. We revised and revised
 them all together, and published " The Translation and Annotation The Han Dynasty Bamboo Slips 
Excavated from Yinque Mountain (Ⅱ) Articles about politics and military", which contains a paper 
that considers the military thoughts found in those articles. These texts were not transmitted to 
the present age, we able to elucidate a part of the military thought from the Warring States period 
to the early Han dynasty.

研究分野： 中国古代思想（主に兵法）の研究

キーワード： 出土文献　中国古代思想　中国古代兵法

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、中国で陸続と発見されている出土文献はこれまで伝えられてこなかった佚書を含み、中国古代の学術・思
想の様相を知る上で大変貴重なものである。また、古代の漢字の使われ方や音韻を研究する上でも重要である。
日本ではまだ新出出土文献に関してのまとまった研究書が少なく、特に訳注書は少ない。今回の訳注書出版によ
って、日本にも大きな影響を与えた中国古代の思想を解明し、また古代の書籍の形態を考察する材料を提供でき
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
銀雀山漢墓竹簡（以下、銀雀山漢簡）は、1972 年に山東省臨沂県（現在の臨沂市）銀雀山一号

墓から発掘された、前漢前期（約 B.C.135～120 頃）の竹簡である。その中には現在に伝わる『孫
子兵法』十三篇および『尉繚子』・『六韜』・『晏子春秋』の一部の他、長い間亡佚したとされてい
た『孫ぴん〔月＋賓〕兵法』、また現在には伝わっていない兵法にかかわる佚書の類などが確認
された。竹簡はばらばらの断片になっており、これらを整理したものは 1975 年に一度発表され、
1985 年に修訂版として大型本『銀雀山漢墓竹簡〔壹〕』（文物出版社）が出版された（以下、〔壹〕）。
同書は『孫子兵法』（佚篇を含む）・『孫〔月＋賓〕（ぴん）兵法』・『尉繚子』・『晏子』・『六韜』・
『守法守令十三篇』の図版及び釈文を掲載したもので、当初三冊本の一冊目として刊行された。
一方で同じ 1985 年に、出土した際に付けられた整理番号（〔壹〕の簡番号とは異なる）順に断簡
を含む 4942 枚すべての竹簡の釈文を羅列した『銀雀山漢簡釈文』（呉九龍著、文物出版社）が出
版された（以下『釈文』）。大型本で公開されたもの以外の竹簡本については、判断が可能なもの
は分類しており、巻末の分類目録に従って釈文の末尾に番号で所属が示してある。図版は無く、
活字の釈文のみである。その後大型本の続編は長年出版されず、〔壹〕に掲載された書以外の佚
書に関しては、『釈文』の文と分類を手掛かりにその内容を分析する試みが中国内外の数人の研
究者によってなされた。相次ぐ新たな出土資料の発見の陰で、日本国内では銀雀山漢簡の佚書を
専門にとりあつかった研究はほぼ見られなかったが、2010 年にいたってようやく『銀雀山漢墓
竹簡〔貮〕』が刊行され（以下〔貮〕）、一部の佚書の図版と釈文が発表され、他の出土文献との
関連等から国内でも注目されるようになった。〔貮〕の内容は、現在に伝えられていない佚書で、
政治および軍事に関連する「論政論兵之類」、時節ごとの占いや陰陽思想に関する「陰陽時令・
占候之類」、「其他」に分類されている。研究代表者の石井と分担者の村田・山内は 2014 年より
〔貮〕の訳注を『学林』（中国芸文研究会）にて掲載開始、2018 年度までに八回、合計四十二篇
の訳注を発表した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、銀雀山漢墓竹簡に書かれていることを解読、その全体に対してどのような思
想が見られるのかを考察し、また銀雀山漢簡に含まれる書籍の構成がどうなっていたかを明ら
かにすることである。古代の中国では『孫子』に代表されるように、戦争の実際を見据えた現実
的・合理的な兵法が貴ばれてきた。しかし、一方で占術や陰陽思想などを取り入れた非合理的な
兵法も存在し、近年の出土文献などにより、その実態が明らかになってきている。銀雀山漢簡に
は合理的兵法と非合理的兵法が共存しており、その相互の関係、非合理的兵法の発展過程および
当時の人々の受容、その原因を探る手掛かりになり得るものである。またそれによって、戦国時
代末期の多様な思想の一端と人々の精神世界を明らかにすることができる。書籍の構成につい
ては、銀雀山漢簡には篇題と思われる語句の上を黒く塗っているものがいくつか見られ、内容的
にもつながりがあり、グループに分けることができる。また、中には、「論政論兵之類」の「君
臣問答」篇のように、複数の内容が類似する問答から成り、話者が異なる文章を集めたものがあ
り、銀雀山漢簡に含まれる書の編纂者あるいは保有者の意図が窺えるものがある。中国最古の書
籍目録である『漢書』芸文志に記載される以前の書籍の形態と伝播について考察するための一つ
の材料となるであろう。 
 
３．研究の方法 
 訳注および整理の具体的作業としては、まず各篇につき、三名各々が訓読、注、現代語訳を作
成し、一ヶ月に一回程度持ち寄って検討する。残簡と〔貮〕のデータについては石井が Excel に
すべて入力しているので、それを使って検索をする。本研究費で購入した愛如生数字叢書のデー
タベース「佚書合編」や、公開されている台湾中央研究院の出土文献の字句データベース等を使
用して、類似した語句・文が他に存在しないかどうかを詳細に検索する。文字数が篇によって大
きく異なるため、一回につき一篇～四篇の検討を行う。『学林』で既に発表した訳注については
組版ソフト Adobe InDesign で作成したデータがあるため、それに修正を加える形で編集する。
組版・編集・校正作業も三名が中心となって行う。「論政論兵之類」は全五十篇で、2018 年度中
に第四十二篇までの訳注を発表し、2019 年度には五十篇すべての訳注が終了した。終了した篇
については、訳注発表以降に発表された学術論文や出土文献に関する資料を収集し、それらの結
果を反映させ、修正を加える作業を行った。そして修正を加えた「論政論兵之類」部分の訳注を
整理し、書籍にまとめて出版した。 
 
４．研究成果 
(1) 訳注の成果については、2019 年度に、第四十三篇から第五十篇までの訳注を『学林』第 68
号（2019 年 5 月）および第 69号（2019 年 11 月）に掲載した。これで「論政論兵之類」五十篇
の訳注をすべて終え、それまでに発表した訳注を整理して出版する作業を 2020 年度に行った。
整理においては、五十篇全体を見直し、『学林』に掲載後に合評会で指摘された点や、その後新
たに発表された出土資料や研究などを調査し、大幅に修正して管見の限りの国内外の先行研究



を引用し、注釈を加えた。さらに、書籍としてまとめるにあたって、訳注とともに、「論政論兵
之類」五十篇の概要・特徴について述べた「銀雀山漢簡「論政論兵之類」諸篇の関係について」
（石井真美子、『学林』第 60 号、2015 年 3月）を修正加筆し、「解題」として加えた。また思想
研究として、「銀雀山漢簡「将義」に見る将の要件」（石井、『立命館文学』第 664 号、2019 年 12
月）に修正加筆したものを収録し、固有名詞および語句の索引を附けた。まとめた書籍は『銀雀
山漢墓竹簡〔貮〕論政論兵之類訳注』と題して、2021 年 1 月に朋友書店から刊行した（索引を
含め全 342 頁）。出土文献のまとまった訳注書は国内ではまだ少なく、近年陸続として出土する
新たな資料の研究に寄与できるものとなった。2021 年度にはひきつづき「陰陽時令・占候之類」
の第一篇から三篇までの訳注を『学林』第 72号（2021 年 6 月）に、第四篇の訳注を『学林』第
73 号（2021 年 12 月）に掲載した。 
 
(2) 銀雀山漢墓竹簡に見られる思想の研究については、(1)にあげた「銀雀山漢簡「将義」に見
る将の要件」を発表した。これは〔貮〕の「論政論兵之類」第十九篇である「将義」と題された
篇に見られる、中国戦国時代の軍事思想についての論文である。この篇では、将軍とするべき人
に求められる要件について、付帯して発生する要素や、その要素の軍事における重要度を身体の
部分にたとえて列挙している。この論文では、その篇に挙げられている要件「義」「仁」「徳」「信」
「智勝」「決」について、春秋末期から戦国時代頃の兵書および銀雀山漢簡諸篇の内容と比較検
討した。その結果、思想の変化と社会背景の関係が窺えた。春秋末期から戦国時代にかけて、戦
争の規模が大きくなり、将軍の内面的要素だけではなく、システムとしての倫理規範と統率制度
が求められるようになり、かつ賞罰という目に見えるものが重要視されるようになった。これは
人口が増加し社会情勢とともに価値観も変化したことが反映されている。これは現代社会にお
いて、一部の人間内面の素養を頼りにするのではなく、大衆向けに、外的な制度・マニュアル・
報酬といった「わかりやすさ」が求められるのと似ている。銀雀山漢墓竹簡には『孫子兵法』も
含まれているが、比較することによって、『孫子兵法』がその中でも思想上早期に属するものだ
ということも証明された。そのほか、「論政論兵之類」諸篇に通じる思想として、『孫子兵法』に
見られる実戦に対し慎重な姿勢に加え、失敗を教訓とした語が多く見られる。「将敗（将の敗北
を招く欠点）」「将失（将が失敗する状況）」「為国之過（国を治めるうえでの過ち）」など、篇題
を見るだけでも、敗北をまねく将軍側の原因、国が滅亡する原因などを挙げて戒める内容が多い。
これは春秋時代から戦国時代にかけて、多くの戦乱と諸国の滅亡の状況を見てきた経験を背景
にしたものである。一方、天文占や陰陽五行の思想を取り入れた非合理的な軍事思想である「兵
陰陽」が反映されている兵法としては、第十三篇「地典」などがあり、北京大学蔵西漢竹書など
他の新出資料に類似の文がある。これらには、現代伝えられている兵陰陽の書と比較すると、実
際の地形にもとづいた記述が含まれ、もともとは地形や気候にもとづいたものであったのが呪
術的な側面が強くなっていった、その過程が窺えるものであることを明らかにした。 
 
(3) 銀雀山漢墓竹簡の書籍の構成の研究については、取得期間中に対象としたのは「論政論兵
之類」諸篇のみではあるが、複数の篇にわたって同じ、あるいは類似の語句が見られ、思想上も
共通するところが多く、五十篇の多くは相互に関連するものであったことが窺えた。また、注に
おいて、『釈文』に収録された未分類の残簡のいくつかについて、各篇に属するものである可能
性を指摘できた。第三十六篇「君臣問答」の中には、複数の章で相互に同じ語句が使用されてい
たり、似たような内容の問答が見られたりと、意図的に登場人物の異なる類似の問答を集めたも
のであろう。また、他の書の中に類似する文が見られるものもあり、古代の説話の伝播の様子の
一端を明らかにした。 
 
(4) 研究計画における予期せぬ事として、2020 年度より新型コロナウイルス感染拡大により、
当該研究においても制限を受けた。2020 年度前半期は研究活動全般において停滞せざるを得ず、
三名が集まっての検討会も困難な状況にあり、「論政論兵之類」諸篇の訳注の整理と同時並行し
て行う予定であった「陰陽時令・占候之類」の訳注に着手することができなかった。書籍出版後、
2021 年度になってから再開することができた。また、当初の計画では 2021 年度に関連の論文を
中国の雑誌に発表する予定であったが、やはり新型コロナ禍の影響で大学授業の形態が変わり、
その対応に追われて進めることができなかった。しかし、その分これまで発表した訳注の加筆修
正に力を注ぎ、新たな見解や多くの資料を反映させたものにすることができた。今後の展望とし
ては、引き続き「陰陽時令・占候之類」（全 12篇）「其他」（全 13篇）諸篇の訳注を行い、その
中に見られる思想および銀雀山漢簡全体について考察を加える。また、銀雀山漢墓竹簡の写真を
撮り直し、整理しなおされた『銀雀山漢墓簡牘集成』の刊行が 2022 年にようやく開始され、2022
年 5月現在、第二冊（『孫〔月＋賓〕兵法』）と第三冊（『尉繚子』）が刊行されている。全十冊で、
今後順次刊行予定ということで、〔貮〕に収録された佚書が刊行された際には再検討を加える予
定である。さらに、出土文献では通仮字（音が同じ字を字義も同じと見なして用いる）や後世の
字書には見られない字が多く使用されており、音韻や字形の研究も進みつつある。訳注の中でも
これらについて考察したが、今後音韻・字形の方面の研究も進めていきたい。 
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